
学校関係者評価委員会報告書 

 

 

 

令和６年度自己評価報告書に基づいて、令和７年 6 月 16 日に学校関係者評価を実施しま

したので、以下の通りご報告いたします。 

 

専門学校東京国際ビジネスカレッジ 

校長 高橋 有弥 

 

 

 

１．学校関係者評価委員 

所属 種別 

ワヨー株式会社  企業 

株式会社物語コーポレーション 企業 

梅原総合会計事務所 企業 

 

２．議事報告 

項目 評価・意見 

(１)教育理念・目標 

『多文化・異文化共生社会で活躍できる「リエゾン」人材の育成』を掲げら

れています。これからの社会でグルーバルに活躍できる人材は必要不可欠で

あり、理念、目標に合致していると感じています。 

御校の掲げる Heart-touching Education（感動の教育）の通り外国籍方々が

社会で活躍するための知識経験がしっかり学べる学校であると感じていま

す。教育理念にのっとり、外国籍の方々が社会で活躍するための力を確実に

養える学校であると強く実感しております。 

(２)学校運営 

担任の先生の他に、広報担当や就職支援担当などの先生がいらっしゃり、生

徒の学校生活と将来を考えた運営体制がとられていると感じます。 

出席 100％は当然、という日本社会における常識を、学校全体で丁寧に指導

しているため、安心してお付き合いが出来ます。 

母体の学校法人創志学園も健全、強固、安定した運営をされていると感じま

す。 

(３)教育活動 
各学科・各コースについて、専門分野の基礎、就職にあたっての応用的な内

容をカリキュラムに設定し、授業が行われていると思います。 



学業以外のイベント開催にも積極的で、普段と違う先生の側面を見せること

も良い機会になっていると思います。ビジネススキルに重点を置いた教育内

容は社会に出た時の実務内容とも親和性が高いと感じています。 

(４)学修成果 

簿記の資格試験や MOS など、資格取得という形で生徒自身にも他者にも分

かる成果を上げていると思います。日本語の級の取得のみならず、社会で通

用するための資格支援を多岐にわたってされており、現場でも即戦力として

活かせています。2026 年入社予定の在校生に向けて、卒業生が仕事内容や

入社後の経験を語る機会を設けました。自信を持って自らのキャリアを歩ん

でいる姿が非常に印象的でした。 

(５)学生支援 

ゼミの実施や就職支援など、学業・就職ともに様々な支援の体制がとられて

いると思います。 

先生方が親身になって面接指導や説明会への参加促進を行っており、学生一

人一人に寄り添った指導をしていると感じる。通学中然り、就職活動支援を

含め、きめ細かなサポートが印象的です。 

(６)教育環境 

設備の整った校舎で、授業の内容によってはプロジェクターやオンライン環

境も利用しており、学生たちにとっては分かりやすい講義が出来るように工

夫されていると感じます。 

都内の通いやすい立地に設立され 特に 2 号館は外装・内装ともにデザイン

性のある校舎で生徒様が快適に学べる環境だと感じます。 

午前、午後に分かれた短時間集中型の授業体制の中で、学業とアルバイトを

両立させている学生が多い印象です。 

(７)学生の受入募集 

公式ＨＰにおいて、オープンキャンパス～の流れが明示されており、一連の

流れが把握しやすい。 

2026 年入社予定の学生以降も、過去最多の入学者数を受け入れるなど、今

後の発展がさらに期待されます。また、日本留学 AWARD の入賞・大賞受

賞を連続されており、受験生に対して魅力的な学校づくりをされている姿勢

がうかがえます。 

各地の日本語学校へ訪問し、先生・学生に学校説明会を開催していると聞

き、努力と熱意を感じます。 

(８)財務 ホームページに情報が開示されており、健全な学校経営であると考えます。 

(９)法令等の遵守 
公式ホームページにて情報開示が適切に行われています。 

健全で問題ありません。 

(１０)社会貢献・地域貢献 

学校行事・イベントとしてボランティア活動が組み込まれており、ＨＰから

行っている様子が伺えます。同じ台東区の企業として浅草周辺のボランティ

ア活動も大変刺激になります。フランスからの短期留学生を積極的に会社見

学に参加させたり社会（世界）貢献を考えた取組をしていると感じます。 



(１１)国際交流 

各種行事や授業内のグループワークなど、各学生のバックグラウンドを知る

機会が設けられている。学校の存在が、国際交流に大きく寄与していると考

えます。様々な国籍の生徒様の受け入れと多くの卒業生が社会で活躍してい

ることで国際交流につながっております。日本社会にとっても必要不可欠な

共存と競争の両立が多様な国籍の学生が集まることにより生まれています。 

国際料理交流パーティーやスポーツを絡めた研修等、豊富な学外イベントが

開催されており、学生に数多くの交流機会を用意しています。 

 


